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「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
と
は
、

乳
幼
児
を
連
れ
た
方
が
、
外
出

時
に
授
乳
や
お
む
つ
替
え
の
で

き
る
場
所
の
こ
と
を
言
い
、
そ

の
愛
称
で
あ
る
。
県
内
で
も
、

各
市
町
村
の
子
育
て
を
担
当
す

る
課
が
中
心
と
な
り
、
公
共
施

設
へ
の
整
備
や
民
間
企
業
に
も

協
力
を
依
頼
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
年
々
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」

の
設
置
数
が
増
加
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
以
下
質
問
を
す
る
。

赤
ち
ゃ
ん
の
駅
の

必
要
性
は
大
き
い

Ｑ 

官
民
施
設
を
問
わ
ず
「
赤

ち
ゃ
ん
の
駅
」
の
必
要
性
に
つ

い
て
の
見
解
は
。

Ａ 

健
康
福
祉
部
長 

乳
幼
児
が

い
る
家
族
が
安
心
し
て
外
出
す

る
こ
と
が
で
き
、
子
育
て
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
繋

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、「
赤

ち
ゃ
ん
の
駅
」
の
必
要
性
は
大

き
い
と
考
え
て
い
る
。

他
の
施
設
に
も
順
次
整
備

Ｑ 

授
乳
や
お
む
つ
替
え
に
困

る
こ
と
の
な
い
町
の
イ
メ
ー
ジ

が
周
知
さ
れ
れ
ば
、
籾
山
町
長

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
も
あ
る
「
住

ん
で
み
た
い 

住
ん
で
よ
か
っ

た 

武
豊
町
」
に
繋
が
る
と
思

う
が
、
見
解
を
問
う
。

Ａ 

町
長 

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」

の
趣
旨
に
賛
同
し
て
、
Ｐ
Ｒ
を

行
い
働
き
か
け
て
い
く
。
新
年

度
予
算
で
、
本
庁
舎
に
授
乳
・

お
む
つ
替
え
ル
ー
ム
設
置
工
事

費
を
計
上
し
て
お
り
、
他
の
施

設
に
も
順
次
整
備
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ａ 
生
活
経
済
部
長 

地
域
交
流

施
設
も
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
の

指
定
を
す
る
。

Ｑ 

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
が
継

続
し
て
い
る
要
因
は
。

Ａ 

総
務
部
長 

住
民
の
意
識
が

と
て
も
高
く
、
立
哨
さ
れ
て
い

る
方
も
非
常
に
多
い
こ
と
は
、

死
亡
事
故
ゼ
ロ
が
継
続
し
て
い

る
要
因
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
幼
児
・
児
童
へ
の
交

通
安
全
教
育
推
進
、
交
通
少
年

団
活
動
、
高
齢
者
団
体
に
よ
る

教
室
の
開
催
な
ど
、
幅
広
い
世

代
の
活
動
も
要
因
の
ひ
と
つ
。

Ｑ 

今
後
の
方
針
や
取
り
組
み

は
。Ａ 

町
長 

現
在
行
っ
て
い
る
交

通
安
全
、
飲
酒
運
転
根
絶
の
啓

発
活
動
を
継
続
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
高
齢
者
が
気
軽
に
安

全
に
移
動
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
高
齢
者
無
料
化
に

も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Ｑ 

幼
児
や
児
童
な
ど
に
対
す

る
交
通
安
全
対
策
は
。

Ａ 

総
務
部
長 

幼
少
期
よ
り
、

交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
付
け

を
行
う
た
め
、
交
通
指
導
員
に

よ
る
保
育
園
交
通
安
全
教
室
の

開
催
。

　

ま
た
、
小
学
生
は
自
転
車
の

正
し
い
安
全
な
乗
り
方
を
校
庭

や
実
際
の
道
路
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

皆
さ
ん
と
共
に
学
ん
で
い
る
。

Ｑ 

高
齢
者
に
対
す
る
交
通
安

全
対
策
は
。

Ａ 

総
務
部
長 

運
転
に
自
信
が

な
く
な
っ
て
き
た
方
や
体
力
・

視
力
・
反
射
神
経
な
ど
が
衰
え

て
き
た
高
齢
者
が
事
故
の
原
因

者
に
な
ら
な
い
よ
う
、
免
許
証

の
自
主
返
納
を
勧
め
て
い
る
。

65
歳
以
上
の
方
が
自
主
返
納
さ

れ
た
場
合
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
２
年
間
の
無
料
乗
車
券
の

発
行
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ.

Ｑ.

Ａ.

Ａ.

福本 貴久 議員

森田 義弘 議員

赤ちゃんの駅を設置していくべき

交通安全施策について

本庁舎に授乳おむつ替えルーム設置

世代に合わせた啓発事業を実施

個人質問町政を問う！

▲ 啓発活動の様子



11 T O P I C S 可愛いがってね！小中学生が選んだ「みそたろう」

Ｑ 

巨
大
地
震
発
生
時
の
避
難

者
の
想
定
数
お
よ
び
避
難
所
の

収
容
人
数
は
。

Ａ 

総
務
部
長 

避
難
者
数
は

４
５
０
０
人
と
想
定
し
て
い

る
。
収
容
人
数
は
一
次
二
次
開

設
避
難
所
の
合
計
収
容
人
数
が

４
９
０
０
人
で
十
分
対
応
可
能
。

Ｑ 

避
難
所
開
設
計
画
は
。

Ａ 

総
務
部
長 

「
武
豊
町
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
そ
っ
て

運
営
し
て
い
く
。
一
次
開

設
避
難
所
か
ら
順
次
必

要
に
応
じ
て
二
次
開
設

避
難
所
・
福
祉
避
難
所
を

開
設
し
て
い
く
。

Ｑ 

避
難
所
開
設
情
報
の

周
知
方
法
は
。

Ａ 

町
長 

防
災
行
政
無
線
、

防
災
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

車
に
よ
る
広
報
を
実
施
。

　

現
在
、
発
災
時
に
有
効

で
あ
っ
た
メ
ー
ル
サ
ー

ビ
ス
へ
の
登
録
を
勧
め

て
い
る
。

Ｑ 

避
難
所
内
管
理
体
制
は
。

Ａ 

総
務
部
長 

区
代
表
や
自
主

防
災
役
員
・
避
難
所
担
当
職

員
・
施
設
職
員
、
避
難
者
代

表
な
ど
が
委
員
と
な
り
、
避

難
所
運
営
委
員
会
を
設
置
す

る
。
ま
た
、
定
期
的
に
会
議

を
開
催
し
、
要
望
や
意
見
の

調
整
、
避
難
所
生
活
の
ル
ー

ル
作
り
な
ど
を
行
う
。

次
期
総
合
計
画
に
将
来
の

駅
西
の
方
向
性
を

盛
り
込
め
る
よ
う
検
討

Ｑ 

駅
前
周
辺
整
備
（
知
多
武

豊
駅
西
側
周
辺
）
お
よ
び
庁
舎

移
転
は
。

Ａ 

町
長 
駅
西
の
整
備
構
想

は
、
私
の
４
期
目
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
知
多
武
豊
駅
西
側
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
掲
げ

て
い
る
。
知
多
武
豊
駅
周
辺
の

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
名
鉄
知

多
武
豊
駅
東
土
地
区
画
整
理
事

業
の
完
成
形
を
想
定
し
、
将
来

の
構
想
を
考
え
た
い
。
駅
西
側

エ
リ
ア
は
、
役
場
庁
舎
を
は
じ

め
、
消
防
武
豊
支
署
、
長
尾
山

駐
車
場
、
駅
駐
輪
場
、
武
豊
交

番
な
ど
公
共
施
設
が
存
在
。
庁

舎
の
建
替
え
ま
た
は
移
転
、
消

防
支
署
の
移
転
、
お
よ
び
、
議

会
か
ら
話
を
い
た
だ
い
て
い
る
、

駅
周
辺
の
一
方
通
行
に
よ
る
交

通
規
制
も
、
地
域
に
お
住
い
の

方
々
の
、
ご
意
向
な
ど
も
把
握

し
な
が
ら
、
検
討
が
必
要
。
町

の
顔
と
し
て
、
賑
わ
い
を
生
み

出
す
重
要
な
地
域
と
な
る
。
構

想
に
は
時
間
を
か
け
、
町
民
の

方
々
、
議
員
の
皆
さ
ま
、
学
識

経
験
者
な
ど
と
、
一
緒
に
ま
ち

づ
く
り
を
検
討
。

野
菜
茶
業
研
究
所
跡
地
（
武
豊

中
央
公
園
）
が
適
し
て
い
る

Ｑ 

20
年
後
30
年
後
の
駅
西
側

整
備
構
想
は
。

Ａ 

企
画
部
長 

現
在
の
敷
地
内

で
の
建
て
替
え
を
考
え
る
と
、

必
要
な
庁
舎
の
床
面
積
の
確
保

は
可
能
で
あ
る
が
、
駐
車
場
の

確
保
が
図
れ
な
い
。
現
在
、
取

得
を
進
め
て
い
る
野
菜
茶
業
研

究
所
跡
地（
武
豊
中
央
公
園
）は
、

庁
舎
建
設
の
敷
地
が
、
十
分
確

保
で
き
、
ま
た
、
標
高
が
、
現

在
の
庁
舎
よ
り
高
く
、
防
災
面

で
も
優
れ
て
い
る
。
移
転
候
補

地
と
し
て
、
よ
り
適
し
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ.
Ａ.

久野　勇 議員

災害時、避難所に求めるものは
迅速開所と安全・安心な避難生活

個人質問 町政を問う！

Ｑ.
Ａ.

岩瀬 計介 議員

庁舎移転候補地、どの地域が最善か
野菜茶業研究所跡地（武豊中央公園）

▲ 名鉄知多武豊駅西側整備地区

▲ 避難所の様子
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第
６
次
総
合
計
画
策
定
に
あ
た
り
、

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

新
施
策
が
必
要

Ｑ 

高
齢
者
が
活
動
的
に
過
ご

す
た
め
、
自
由
に
動
け
る
年
齢

の
う
ち
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
を
無
料
に
し
て
、
外
出
の

き
っ
か
け
づ
く
り
を
後
押
し
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ 

町
長 

高
齢
者
を
無
料
に
す

れ
ば
運
賃
収
入
に
影
響
が
あ
り

財
政
負
担
も
増
え
る
が
、
高
齢

者
福
祉
の
充
実
や
運
転
免
許
の

自
主
返
納
に
は
必
要
な
施
策
で

あ
り
、
地
域
公
共
交
通
会
議
で

無
料
化
に
つ
い
て
協
議
を
す

る
。Ｑ 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
連

続
講
座
の
提
案
で
、
富
貴
駅

前
広
場
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な

ど
が
さ
れ
て
い
る
。
活
動
を

継
続
支
援
す
る
仕
組
み
が
必

要
で
は
な
い
か
。

Ａ 

企
画
部
長 

講
座
終
了
後

も
交
流
す
る
機
会
を
つ
く
り
、

交
付
金
制
度
の
紹
介
な
ど
を

し
て
い
る
。
新
年
度
か
ら
は

「
ま
ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
養
成

講
座
」
を
開
設
し
、
地
域
づ
く

り
の
中
核
と
な
る
人
材
を
育
て

て
い
く
。

Ｑ 

工
業
用
地
を
整
備
し
て
企

業
誘
致
し
、
働
く
場
所
の
確
保

を
す
る
こ
と
で
、
幅
広
い
世
代

が
武
豊
町
に
集
う
の
で
は
な
い

か
。Ａ 

企
画
部
長 

都
市
計
画
法
や

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す

る
法
律
の
規
制
な
ど
が
あ
り
、

す
ぐ
に
解
決
は
で
き
な
い
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
探
っ
て

い
き
た
い
。

個人質問町政を問う！

　

改
正
出
入
国
管
理
法
が
４
月

か
ら
施
行
さ
れ
る
。
日
本
の
労

働
力
不
足
を
補
う
た
め
の
新
た

な
在
留
資
格
を
設
け
て
、
外
国

人
の
方
が
働
け
る
よ
う
に
す
る
。

働
く
場
と
し
て
日
本
が
選
ば
れ
、

武
豊
町
を
選
ん
で
い
た
だ
く
た

め
に
は
、
遠
く
自
国
を
離
れ
、

言
葉
も
文
化
も
違
う
国
に
来
て

く
れ
る
外
国
の
方
た
ち
を
、
お

も
て
な
し
の
気
持
ち
で
迎
え
る

体
制
や
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

多
文
化
共
生
社
会

Ｑ 

在
住
外
国
人
の
主
な
国
籍

別
人
口
は
。

Ａ 

生
活
経
済
部
長  

直
近
で

１
０
７
０
人
の
住
民
登
録
が
あ

り
、
ブ
ラ
ジ
ル
３
９
６
人
、
ベ

ト
ナ
ム
１
７
５
人
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
１
５
０
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

１
１
９
人
、
中
国
１
０
６
人
で

あ
る
。
約
30
ケ
国
の
方
が
住
民

登
録
し
て
い
る
。

Ｑ 

転
入
手
続
き
な
ど
に
言
語

の
支
障
は
な
い
か
。

Ａ 

生
活
経
済
部
長 

日
本
語
を

話
せ
る
会
社
の
担
当
者
や
友
人

が
同
行
さ
れ
る
の
で
、
さ
ほ
ど

の
支
障
は
な
い
。
国
際
交
流
員

の
通
訳
も
あ
り
、
現
在
の
と
こ

ろ
支
障
は
感
じ
て
い
な
い
。

Ｑ 

多
文
化
共
生
社
会
実
現
の

た
め
に
何
が
必
要
か
。

Ａ 

町
長 

相
手
と
分
か
り
合
う

た
め
に
は
、
ま
ず
、
相
手
を
知

る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
た

め
に
、
現
在
、
町
内
企
業
に
勤

め
る
外
国
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
し
て
い
る
。
こ
れ
を
基
に
、

総
合
計
画
や
多
文
化
共
生
の
施

策
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
外

国
人
を
孤
立
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

社
会
の
一
員
と
し
て
受
け
入
れ

て
い
く
視
点
が
必
要
で
あ
る
。

Ｑ.
Ａ.

本村　強 議員

共生社会実現に必要なことは
外国人と地域住民との相互理解

Ｑ.
Ａ.

石原 壽朗 議員

活力あるまちづくりへ新施策を
コミュバスの無料化などを検討

▲ 協働のまちづくり連続講座の風景

▲ 住民窓口課前のパンフレット



13 T O P I C S 忘れません！あなたの声を、応援を！

個人質問 町政を問う！

愛
知
県
は
、
全
国
体
力
テ
ス
ト
の

結
果
が
、
全
国
平
均
を
大
き
く

下
回
る
残
念
な
結
果

Ｑ 

本
町
の
結
果
を
ど
う
分
析

し
て
い
る
か
。

Ａ 
教
育
部
長 

全
国
体
力
テ
ス

ト
は
、
小
学
５
年
生
と
中
学
２

年
生
を
対
象
に
実
施
。
本
町
は

愛
知
県
と
比
較
し
、
や
や
低
い

傾
向
に
あ
る
。

Ｑ 

体
力
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
は
。

Ａ 

教
育
部
長 

ゆ
め
た
ろ
う
ス

マ
イ
ル
マ
ラ
ソ
ン
・

た
け
と
よ
チ
ャ
レ

ン
ジ
大
会
・
体
育
協

会
主
催
の
各
種
競

技
大
会
を
開
催
。

　

学
校
で
は
、
持
久

力
・
瞬
発
力
・
調
整

力
の
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
指
導
と
、
充

分
に
体
を
動
か
す

こ
と
の
で
き
る
環

境
の
整
備
を
し
て

い
る
。

　

子
ど
も
会
の
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル

や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
、
身
近
な

運
動
の
き
っ
か
け
と
し
て
最
適

と
思
う
が
、
参
加
す
る
児
童
が

減
っ
て
い
る
。

Ｑ 

以
前
の
よ
う
な
活
発
な
活

動
に
な
る
よ
う
支
援
は
。

Ａ 

町
長 

児
童
数
の
減
少
に
併

せ
加
入
率
も
減
っ
て
い
る
。
子

ど
も
の
健
全
な
育
成
に
有
意
義

で
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
も
「
武
豊
町
子
ど
も
会

育
成
連
絡
協
議
会
」
を
介
し
て
、

活
発
な
活
動
が
活
性
化
に
繋
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

Ｑ.
Ａ.

鈴木 一也 議員

児童・生徒の体力について
全体的に体力・運動能力はやや低い傾向

櫻井 雅美 議員

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
広
め
た
い

Ｑ 

虐
待
の
疑
い
が
あ
る
児
童

を
確
認
す
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ 

教
育
部
長 

町
独
自
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
作
成
し
て
い
な
い
。

厚
生
労
働
省
の
手
引
き
を
参
考

に
対
応
し
て
い
る
。

Ｑ 

新
潟
県
で
使
用
さ
れ
て
い

る
「
児
童
虐
待
早
期
発
見
の
た

め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
は
87

項
目
に
わ
た
る
。
教
員
の
経
験

値
や
感
覚
に
よ
ら
ず
判
断
で
き
、

共
通
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
採
用
を
検
討
い

た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

Ａ 

教
育
長 

大
変
参
考
に

な
る
意
見
で
す
。
数
日
後
に

校
長
会
が
あ
る
の
で
、
提
示

を
し
て
全
校
に
広
げ
た
い
。

社
会
事
情
と
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
か
ら
慎
重
に
検
討
し
た
い

Ｑ 
０
～
２
歳
児
保
育
園
入

所
条
件
で
「
16
日
以
上
の
勤

務
」
と
町
独
自
の
条
件
が
あ

り
ま
す
が
、
見
直
し
は
さ
れ
ま

し
た
か
。

Ａ 

健
康
福
祉
部
長 

20
年
以
上

見
直
し
は
さ
れ
て
い
な
い
。

Ｑ 

国
は
母
親
の
働
き
や
す
さ

の
た
め
法
を
緩
和
し
て
い
る
の

に
、
町
の
厳
し
い
条
件
の
た
め

使
え
な
い
。
一
刻
も
早
い
改
善

を
望
み
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

Ａ 

健
康
福
祉
部
長 

社
会
事
情

と
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
を
合
わ
せ
て
、

慎
重
に
検
討
し
た
い
。

Ｑ.
Ａ.
虐待発見のチェックリスト使用を
校長会で提示し、全校に広めたい
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青木 信哉 議員

新
天
皇
即
位
に
伴
う
対
応
は

　
Ｑ 

新
元
号
へ
の
対
応
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

Ａ 
町
長 

基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム

の
改
修
は
完
了
済
み
で
あ
る
。

本
番
の
切
り
替
え
時
期
は
４
月

30
日
に
新
元
号
を
反
映
し
、
５

月
１
日
に
最
終
確
認
作
業
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

Ｑ 

大
型
連
休
の
役
場
や
そ
の

他
の
施
設
で
の
対
応
は
。

Ａ 

企
画
部
長 

４
月
27
日
か
ら

５
月
６
日
ま
で
す
べ
て
閉
庁
で

考
え
て
お
り
、
婚
姻
・
出
生
・

死
亡
な
ど
の
届
出
に
つ
い
て
は

宿
日
直
者
が
24
時
間
対
応
す
る
。

Ａ 

住
民
窓
口
課
長 

５
月
１
日

は
日
柄
も
よ
く
、
４
月
30
日
か

ら
日
付
が
変
わ
る
午
前
０
時
頃

は
、
婚
姻
届
の
提
出
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
住
民
窓
口
課
の
職

員
が
サ
ポ
ー
ト
に
入
る
予
定
で

あ
る
。

Ａ 

健
康
福
祉
部
長 

保
育
園
は

４
月
28
日
か
ら
５
月
６
日
ま
で

休
園
と
な
り
ま
す
。

Ａ 

企
画
部
長 

中
央
公
民
館
、

歴
史
民
俗
資
料
館
、
町
民
会
館
、

図
書
館
、
総
合
体
育
館
、
運
動

公
園
、
地
域
交
流
施
設
は
す
べ

て
開
館
す
る
。
ま
た
地
区
集
積

所
に
お
け
る
ご
み
収
集
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
常
武
、
エ
コ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
通
常
通
り
行

う
。Ｑ 

周
知
方
法
は
ど
う
す
る
か
。

Ａ 

企
画
部
長 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
広
報
４
月
15
日
号
で
各
施
設

の
開
庁
・
開
館
状
況
を
一
覧
に

し
た
形
で
掲
載
を
予
定
し
て
い

る
。

　

各
施
設
で
の
事
前
の
周
知
を

し
た
い
。

Ｑ.
Ａ.
大型連休の各施設の対応は
ホームページ・広報で周知を図る

Ｑ.
Ａ.

梶田　進 議員

税の公平性から均等割の減額を
受益者負担として考えていない

負
担
の
大
き
い
均
等
割
は

廃
止
を

Ｑ 

国
民
健
康
保
険
税
は
制
度

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

保
険
税
が
増
え
た
世
帯
が
多
く

あ
り
、
保
険
税
負
担
が
重
い
と

い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

税
の
公
平
性
か
ら
無
収
入
の

被
保
険
者
か
ら
均
等
割
を
徴
収

す
る
こ
と
は
問
題
が
あ
り
、
廃

止
す
べ
き
で
は
。

Ａ 

健
康
福
祉
部
長 

「
均
等
割
」

に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
を
受

診
し
た
場
合
、
保
険
給
付
を
受

け
る
受
益
者
の
人
数
に
応
じ
て
、

一
定
額
を
負
担
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
加
入
者
数
に
よ
る
世

帯
間
の
均
衡
を
図
る
賦
課
方
式

で
す
。

　

所
得
、
加
入
者
数
に
応
じ
た

軽
減
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、「
均
等
割
」
を
廃

止
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

税
負
担
は
応
能
負
担
が
原
則

Ｑ 

国
保
税
と
料
の
違
い
は
、

税
は
応
能
負
担
が
大
前
提
で
す

（
料
は
、
応
益
負
担
）。

　

国
保
税
は
前
提
か
ら
考
え
る

と
大
き
な
矛
盾
が
生
じ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
均
等
割
が
各

世
帯
の
保
険
税
が
占
め
る
割
合

が
高
い
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

特
に
、
18
歳
未
満
、
高
校
生

以
下
の
方
は
ほ
と
ん
ど
収
入
が

な
い
わ
け
で
す
。
町
内
で
の
20

歳
未
満
の
被
保
険
者
数
が
約

８
８
０
人
、
均
等
割
を
な
く
し

て
も
、
２
６
０
０
万
円
程
度
で

す
。
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ

を
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
無
収

入
の
高
校
生
以
下
の
均
等
割
は

廃
止
可
能
で
は
。

Ａ 

健
康
福
祉
部
長 

国
民
健
康

保
険
に
つ
い
て
は
、
法
律
で
３

つ
の
賦
課
方
式
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
の
賦
課
方
式
に
お
い
て

も
均
等
割
は
賦
課
方
式
と
し
て

定
め
ら
れ
て
お
り
、
均
等
割
を

廃
止
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。

▲ 10連休になるゴールデンウィーク

個人質問町政を問う！


